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１．はじめに 

11月もあっという間に過ぎきてしまいました。アメリカ生活が半年経ってようやく耳が英語に慣

れてきた気がします。会話のみですが、一度も聞いたことのない単語というものは少なくなってき

ました。ただ、私の場合その単語の意味がなかなか覚えられないので、まだまだ苦労しています。

今月は秋休みに行った旅行をメインに報告したいと思います。 

 

２．授業 

今月は学期の最後ということで期末試験がありました。RHITの期末試験は授業がすべて終わっ

た後の 1 週間で行われます。試験範囲がとても広く授業で行ったところすべてが出題されるため、

試験時間がとても長いです。私の取っていた授業は試験時間が4時間もありました。最終的に私は

ギリギリですが受講していた授業の単位を取ることができました。1 学期授業を受けてみての感想

は、進度がとても早く、レベルも高いです。しかし、クイズや毎日の宿題など試験以外の勉強が成

績へ反映されやすいので、努力すれば単位取得は可能ですし、いい成績も取りやすいと感じました。 

 

３．秋休み旅行 

11月15日～25日まで学期間の休みがあり、私はこの休み

を使って授業などで知り合った中国人とアメリカ人の友達二

人と一緒にイリノイ州へ旅行に行きました。宿泊先はそのア

メリカ人の友達にお願いしてホームステイをさせてもらいま

した。家族はとても親切で英語の苦手な私でも快く受け入れ

てくれました。ホームステイ中は普段以上に英語を使う機会

が多かったです。会話の中で何度も日本の文化や習慣につい

て質問される場面があったのですが、思うように自分の意見

を伝えることができず悔しい思いをしました。しかし同時に、表現の仕方はめちゃくちゃでも何度

か説明しているうちに意外と相手に伝わるものだと感じました。 

ホームステイをして思ったのが例え自分の家族でなくても、家で過ごす時間というのはリラック

スできるものだということです。普段学食での食事ばかりなので、お母さんの作ってくれる料理は

最高でした。 

 

11月22日はアメリカではThanksgiving(感謝祭)という

休日になっています。これは昔、アメリカに移民してきた

人達が冬に食べるものがなくて困っていたところを原住民

たちが食料を分けて助けたことが起源で、それを感謝する

日だそうです。感謝祭の日は家族や親しい人達で集まりご

飯(七面鳥など)を食べるのが習慣になっています。ホーム

ステイを通してアメリカの文化に触れることができたのは

良い経験ができたと思います。 

 

Terre Haut の田舎の雰囲気とは一転してシカゴは高層

ビルが並ぶ大都市でした。シカゴはアメリカでは3番目に

大きな都市だそうです。また、シカゴは五大湖の一つであ

るミシガン湖面しています。あまりに大きすぎて景色は海

と大差なく、ビーチなどもあり違いは水が塩辛いかそうで

ないかだけです。都心部には頂上が見えないほど高いビル
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が並び、郊外には終わりが見えないほどの畑や湖が広がる、広大な土地を持つアメリカならではの

光景でした。 

 

４．おわりに 

11月の私は若干ホームシック気味でした。学期の終わりで気が緩んだこと。また、ネイティブス

ピーカー達がとても楽しそうに話しているのを見ると「自分もあんな風に楽しく会話をしたい」と

いう思いが強くなり、思うように上手くいかないストレスから日本語に逃げたくたる。この循環か

ら抜け出せず、良くないとわかっていながら 11 月を過ごしてしまいました。秋休みも終わり、今

学期が私にとっての最後の学期となります。気持ちを入れ替えて臨んでいこうと思います。 

 

以上で11月分の報告を終わります。 


